
　武蔵野線の新秋津駅からベトレヘムの園病院までの徒歩通勤の最後は空堀（からぼり）

川沿いの小道となります。この道は先輩の前村名誉院長が発見した通勤経路で、通称“前

村街道”と呼びます。少し遠回りなのですが、野鳥も多く、なかなか風情味わいのある

小道なのです。

　この病院の近所は東京とはいえ、都心などとは大分ちがって、素朴で人なつっこい雰

囲気があります。犬（おもに柴犬）を飼っているお宅が多いのも特徴です。

　先日も病院へ行く途中、青空の下で空堀川沿いの前村街道をのんびり歩いていたとこ

ろ、ご老人（といっても青木と同じくらいですが）に何気なく声をかけられました。

ご老人「富士山　見ましたか」

青木  　「いいえ」

ご老人「見ていないのですか」

青木  　「はい」

ご老人「見ていないって、え、富士

山を知らないのですか　

日本人なのに」

青木  　「いいえ、知ってますよ」

　　　　（すこしムスッ！）

ご老人「じゃあ　見せてあげます

　　　　これを見みなくちゃあ」

　　　　と言って　

病院とは別の方向へ連れ行かれてしまいました。空堀川沿いの人気スポットなのだそうです。

おかげで遅刻しそうになりましたが、この土地らしい、心温まる体験でした。

（通勤なのにブラブラと歩いているからこういうことになるのでしょうか）

　ここからの富士山の写真は少しぼやけていますが、なかなかの出来栄えです。　

　こんな通勤の楽しみ以上の楽しみは、昼休み時間に陽だまりを見つ

けての午睡です。ベトレヘムの園病院は英語でＢＧＨ（Bethlehem 

Garden Hospital）で庭園を中心に造られました。四季折々の草花で

だれをも癒してくれます。

　毎日の昼食後は、そんな庭園でコールマンの折りたたみ椅子（Ｊマ

ートで 1,900 円）を広げて疲れを取ります。この椅子に座ると、な

ぜか全身脱力状態となり、いつの間にか眠ってしまうのです。（昔の

おばあさんが縁側の日向ぼっこでウトウトしているのと同じですね）

　これこそまさに、人生最高の幸せを感じるひと時なのです。

そして午後１時に腕時計のチャイムで目覚めて、病棟へ行くのですが、

今年もこんなペースでまいりたいと思います。

　さて、みなさんにとって今年はどんな年になるのでしょうか。

　どんな年であっても、私たちの合言葉は「健康で仕事のできること

に感謝！」です。
庭園の陽だまりで、コールマンの折りたたみ椅子に座ると、
あっという間に眠ってしまいます。

空堀川沿い絶景スポットというのですが、いかがでしょうか。よく見ると富士山が見えます。
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       貧しい馬小屋から　　　

ベトレヘムの園病院が誕生した年のクリスマスはどの

ようだったのでしょう。「ベタニア・ベトレヘム日記」（ヨ

ゼフ・フロジャク）を読み返してみました。1933年12月

24日（日）　ベトレヘムで患者達が劇をする。夜11時か

らフロジャクはベトレヘムで３人の洗礼。真夜中に２つ

のミサ。３番目は朝の７時。このように記されていました。

今年もベトレヘムでは患者様たちとクリスマスミサ、そ

して病室をまわるキャンドルサービスがありました。私達

ベトレヘムの職員はどんなところでも、どんな時にも創立

者の遺志をいつも心にとめ、病床にある弱い方に寄り添

う気持ちを忘れたくはありません。馬小屋での出来事を

最初に天使からきいた貧しい羊飼い達が告げ知らせた

ように、ベトレヘムの園に慈しみを絶やさないよう、手を

足を声を使って今すぐに告げ知らせて行く職務が私たち

にはあります。自分から出て他の人のために、狭い心の

持ち方をやめ、そばにいる人に心を開き、微笑みかけるこ

と、ゆるすこと、小さな愛の行いをすることから始められる

のです（Fr.浦田の言葉より）。貧しい人、迷っている人、

悩む人、見捨てられた社会、そして病気に苦しむ人にも、

馬小屋でお生まれになっ

たキリストの救いが平等

に与えられますように。

2016年ベトレヘムの園

病院クリスマスにて。

 （看護部：須田）

　恒例の職員忘年会を、12月16日（金）に所沢で開催

しました。会場となったお店の方に「これ以上は入れま

せん」と言われるほどの多くの職員が参加し、豪華景品

抽選会も大盛り上がりとなりました。会の後半では、11

月に「瑞宝小綬章（医療・保健指導分野において長年に

亘り従事し功労を積み重ね、成果を挙げたことに対する

褒章）」を受賞された青木院長先生へ、職員全員からの

記念品贈呈がありました。

また10月開催の院内研究発表会の「院長賞」授賞も併

せて行われ、この1年の成果を締めくくる印象深い職員

親睦会となりました。 （忘年会幹事）

2016年 クリスマス会
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2Fデールームの馬小屋 患者さんと共にミサ

職 員 忘 年 会



本会（H28 年）も恒例となりました「祈りの集い」が 11 月 17 日（木）午後行われました。

ご遺族の方も 20 数名参加されました。まず新しく赴任された天本神父様のありがたいお

話しの後、一年間に亡くなられた患者様の名前を前村名誉院長が一人ひとり読み上げま

した。引き続き献花が出席者全員で行われ、慰霊祭は厳かに終了しました。その後マリア

ホールに場所を移し、ご遺族の方々と病院スタッフとの懇談会が開かれました。ご遺族一

人ひとりから思い出や感想・意見が出されましたが、皆さまのほとんどが当病院に来てよ

かった、感謝している、とおっしゃられ、私たちスタッフとして大変うれしく、また今後

の仕事を続けるにあたり自信、勇気を与えてもらいました。このような良い行事は、毎年

続けて行った方が良いと実感した次第です。                                     森藤 隆史（内科医師）

茶話会にて、それぞれの思いで面会に来られていたご家族が、今

は亡き患者様の思い出話をされる中、患者様一人ひとりに人生の軌

跡があったこと。その最期の時間を、この病院で迎えられたこと。

それに関われたことを重く受け止め、今後の業務に生かしたいと思

いました。 （２F：草野）

今回初めて、祈りの集いに参加して患者様ご家族の思いと、いの

ちの尊さをあらためて感じることができました。参加してくださっ

たご家族からのひとこと、ひとことの言葉の重さをこれからのケア

に活かせるように努力していこうと思いました。           （１Ｆ：森田）

母をベトレヘムの園病院にいれていただいてから

10 年もの長い間、あたたかく見守っていただき感謝

の気持ちでいっぱいでございます。本当にありがとう

ございました。お蔭様で母は亡くなる２、３日前まで

口からお食事をいただき、言葉は自由に話せなくても

筆談するといろいろの事を理解していることがわか

り、最期まで人間の尊厳を失うことなく命を全うすることができました。ベトレヘムの園病院は母の大好きな草花や木々

が沢山あり、四季折々の自然を楽しむことができました。また敷地内には教会や修道院があり、神父様やシスターがい

らっしゃり、週３回もご聖体をいただいたり、お祈りをしたり、また年間を通じて宗教行事やお祝い日があり、カトリッ

クの信仰を人生の支えとして生きてきた母にとって、どんなにか心強かったことかと思います。何年か前の８月 15 日、

母に面会に行った時、お食事のお盆にそっと御絵が添えられていました。それは母の大好きな「聖母被昇天」の御絵で

母はそれを嬉しそうに見ていたのを思い出します。

母が亡くなってから二ヶ月以上たちました。私共は母とは離れて暮らしておりましたが、母の死に接し、大きな喪失

感と寂しさに日々心をしめつけられる思いで、改めて母の存在そのものがいかに大きく意味あるものであったか痛感し

ております。東日本大震災の時、母に「怖かったでしょう」と言うと母は「その時、亡くなった父がベットの横に来て

くれて、一緒にお祈りしていたから怖くなかったのよ」と言っておりました。今度も父が母を迎えに来て、天国に連れ

て行ってくれたのではないかと思います。　　　　                （2016 年 8 月に亡くなられた遺族の方より受けた手紙の中から…）

 2016・追悼の祈りの集い

カトリックの信仰を人生の支えとして生きてきた母を思う
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　新年明けましておめでとうございます。「ベトレヘムの風」

読者の皆様のおかげをもちまして、今年も無事新しい年を

迎えることが出来ました。1年という月日は自分のことだ

けを振り返ると、毎日が同じように過ぎていったかのよう

に感じられますが、周りを見渡してみると様々なことが

あったことに気付かされます。昨年は自分のいとこにも、

仕事仲間にも、入籍され、新しい家族を築かれた方々がい

ました。一方で大事な家族を亡くされた方々もいました。

職場でも新しい仲間を迎え入れつつ、見送る仲間も少なか

らずおりました。視野を狭めず、周囲の営みに目を配る、

そういう「心の眼」に余裕を持ちたいと思います。

　私の所属する事務部では毎月、「今月の言葉」と題して、

事務部の仲間と心に留め置く言葉を共有する試みを続けて

おります。無い頭から捻り出すのは至難の業ですので、読

み物で心に響いた言葉を書きとめ、こっそり使わせて頂い

ております。1月の言葉は「昨日の自分を超える」としまし

た。大きな変革は難しくとも、「昨日」より「今日」を少しだ

け良くする、そのたゆまぬ積み重ねを大切にしてゆきたい

と考えました。今年も皆様のお力添えを頂きながら「ベトレ

ヘムの園病院」は走り続けます。読者の皆様の今年一年のご

健勝とご活躍を心より祈念致しております。

            （Ｈ・Ｋ）

冬本番です。寒さとともに空気の乾燥も続いています。最近

は、薄くて軽くて暖かい素材の下着などが増えていますし、毛

布や寝具カバー、パジャマなども化繊のものが多くなっていま

す。職場の制服も化繊、コートも化繊・・と化繊ではない素

材のものを探す方が大変かもしれません。それらを普段に

使っていて何もトラブルが無ければいいのですが、「最近なん

だか体がかゆい」「皮膚がチクチクする」などの症状があれば、

今着ているものの素材を確認して下さい。皮膚は乾燥するだ

けでかゆみを感じやすくなりますが、乾燥する季節に静電気を

発生しやすい素材のものを身に着けていると更にかゆみが起

きやすいのです。ひどい時は皮膚が赤くザラザラしてくること

もあります。皮膚の保湿とともに、身に着けるものは、なるべ

く綿など静電気の起きにくい素材のものにして下さい。女性に

よく見られる、ストッキングやタイツにズボン（ジーンズも含む）

を重ね着することも、強いかゆみを引き起こします。男性も女

性もズボンの下に穿くものは綿素材が良いでしょう。また、電

気毛布やホットカーペットもかゆみの原因になります。電気毛

布は寝る時には布団から外して、また、ホットカーペットの上

では直に横になったりしないようにしましょう。シーツや布団カ

バーも綿100％が良いでしょう。化繊の毛布を使う時は布団

の上に乗せる形で使いましょう。

もちろん、皮膚のかゆみの原因はそれだけではありません。

保湿しても着るものや寝具類を変えてみてもかゆい時は皮膚科

を受診して下さい。

ひふの話
寒い季節に着るものは…

その

32
市川 雅子（皮膚科医師）

公開健康講座
1／26（木）14：00～　  講師：鈴木隆宏（作業療法士）
＜テーマ＞
『正しく知ろう認知症のこと･･･　
 今日からできる認知症予防のエクササイズ』

※講座終了後に、無料健康相談会を
　同時開催。
　医療・福祉のこと何でもご相談下さい！

円ブリオ募金について
当院は毎年4月、８月、12月、２月をエンブリオ
月間と定め、出産に支援が必要な方々への募金活
動を推進しております。募金箱を受付窓口と各病
棟のナースステーション前に設置しておりますの
で、皆様のご協力をお願い致します。募金は一口
１円から可能です。

予防医療事業のご案内
インフルエンザ予防接種と協会けんぽの健康診断
を引き続き受け付けております。
お気軽にお問い合わせください。
医療連携課☎042-491-2525

お知らせ

 


